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平成２４年度学術研究助成業務について 

 
 
 
１．学術研究助成業務について 

学術研究助成業務は、科学研究費助成事業（以下、「科研費事業」(※１）と

いう。）のうち平成２３年４月２８日に「独立行政法人日本学術振興会法の一部

を改正する法律」（平成２３年法律第２３号）の施行に伴い、独立行政法人日本

学術振興会（以下、「振興会」という。）に設けられた「学術研究助成基金」（以

下、「基金」という。）により実施する、公募、審査、交付決定等に係る業務で

ある。 
平成２４年度は、既に基金化している基盤研究（Ｃ）、挑戦的萌芽研究、若手

研究（Ｂ）に加え、基盤研究（Ｂ）、若手研究（Ａ）についても基金化（※２）

を実施し（以下、当該２種目を総称し「科研費（一部基金分）」という。）、会計

年度にとらわれない、研究の進展に合わせた研究費の前倒し又は次年度使用な

ど、柔軟な執行を可能とした。 
なお、基金による助成事業は、科研費事業を構成する事業として、文部科学

省及び振興会が行う科学研究費補助金事業と一体的に運用している。 
 

※１「科研費事業」は、人文・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から

応用までのあらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展させる

ことを目的とする「競争的資金」であり、ピア・レビュー（専門分野に近い複数の研究者

による審査）により、豊かな社会発展の基盤となる独創的・先駆的な研究に対する助成を

行うものである。 

 

※２「科研費（一部基金分）」は、一研究課題あたりの研究費のうち、５００万円までを基

金、５００万円を超える分を科学研究費補助金で措置するもの。基金部分については、会

計年度にとらわれない執行が可能。 

 
２．基金の造成について 

「学術研究助成基金補助金交付要綱」（平成２３年４月２８日文部科学大臣決

定）（資料１）に基づき、文部科学省から振興会に、平成２４年度学術研究助成

基金補助金（以下、「補助金」という。）１，０５１億５，５４２万１千円が交

付された。補助金は、文部科学省から振興会に３回に分けて支払われ（平成２

４年７月１２日４８６億０，７４１万７，６１６円、同年１０月１９日４億７，

３４１万６，２１９円、平成２５年１月１５日５６０億７，４５８万７，１６

５円）、振興会は基金を増額した。 

 
３．基金に係る公募及び審査について 

  平成２４年度基金に係る公募及び審査は、平成２３年度に科研費事業として

以下のとおり実施した。 

（１）公募 

平成２３年９月１日付けで平成２４年度科研費事業の公募について関係研
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究機関に通知するとともに、ホームページにも掲載して公募を開始し、同年

１１月１０日まで応募書類の受付を行った。（応募総数７７，９９６件） 

 

（２）審査 

「科学研究費補助金（基盤研究等）における審査及び評価に関する規程」（平

成１８年９月２２日独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会決定）（資

料４）に基づき、平成２３年１２月上旬から平成２４年３月上旬にかけて書

面審査（審査委員約５，０００名）及び合議審査（審査委員約７００名）の

２段階によるピア・レビューを実施し、学術研究助成基金助成金（基金から

交付する研究費。以下、「助成金」という。）の対象課題として２２，７１０

件の採択を行った。なお、審査委員の選考については、専門的見地から適切

な審査委員を選考するため、審査委員候補者データーベース（登録者数約６

５，０００名）を活用し、振興会に設置されている学術システム研究センタ

ーの研究員が前年度の審査結果を検証した上で実施した。 
 
４．助成金の交付状況について 

（１）平成２３年度採択課題の状況 

 平成２３年度採択課題の１９，４８０件（※）に対し、平成２４年度に必要

とされる助成金を、平成２４年４月から平成２５年２月にかけて交付した。 
このうち、平成２４年度に前倒し請求を行った研究課題は２２２件（交付

額９，８１８万円）であった。 
また、平成２３年度中に補助事業を廃止、又は完了した課題については、

「独立行政法人日本学術振興会科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成

金）取扱要領」（平成２３年４月２８日規程第１９号）（以下、「取扱要領」と

いう。）（資料３）に基づき、実績報告書の提出を受け、助成金の額の確定を

行った。 
 

※平成２３年度に交付決定された１９，９２１件に、平成２４年度中に育児休業等の終

了により留保解除された２７件を加え、平成２３年度中に補助事業を廃止した２８７件

及び補助事業を完了した１８１件を除いた件数。 

 
＜研究種目別交付状況（平成２３年度採択課題）＞ 

研究種目 件数 交付決定額※１※２
平成２４年度 

助成金交付額※２※３

基盤研究（Ｃ） 
（期間３～５年） 

9,474 件 448 億 3,002 万円 130 億 7,407 万円

挑戦的萌芽研究 
（期間１～３年） 3,545 件 124 億 5,121 万円 44 億 7,630 万円

若手研究（Ｂ） 
（期間２～４年） 6,461 件 244 億 8,624 万円 87 億 3,617 万円

計 19,480 件 817 億 6,747 万円 262 億 8,653 万円

  ※１ 交付決定額は、複数年にわたる研究期間全体の研究費である。 
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※２ 研究課題毎の交付決定額及び平成２４年度助成金交付額は、別冊を参照のこ

と。 

※３ 平成２４年度助成金交付額には、廃止により返還を受けた額（１億２，１０６

万円）を含まない。 

 

（２）平成２４年度採択課題の状況 

    取扱要領第８条に基づき、平成２４年４月１日付で２２，７１０件の研究

課題について研究者へ助成金の交付予定額を通知した。 
    その後、交付申請を辞退した２２４件、育児休業等に伴い交付申請を留保

した２２件を除く２２，４６４件の研究課題に対し、当該研究者からの交付

申請に基づき、同年６月２９日に交付決定（留保課題については交付申請が

行われた際に随時）を行い、平成２４年度に必要とされる助成金を平成２４

年７月から平成２５年２月にかけて交付した。 
助成金を交付した研究課題のうち、年度途中に前倒し請求を行った研究課

題は４４０件（交付額３億４，８９１万円）であった。 
 
＜研究種目の交付状況（平成２４年度採択課題）＞ 

研究種目 件数 交付決定額※１※２ 
平成２４年度 

助成金交付額※２※３

基盤研究（Ｃ） 
（期間３～５年） 

9,799 件 476 億 5,049 万円 199 億 0,894 万円

挑戦的萌芽研究 
（期間１～３年） 3,741 件 136 億 0,307 万円 73 億 9,391 万円

若手研究（Ｂ） 
（期間２～４年） 6,092 件 235 億 6,553 万円 116 億 9,524 万円

基盤研究（Ｂ）※４ 
（期間３～５年） 2,438 件 158 億 1,967 万円 80 億 3,887 万円

若手研究（Ａ）※４ 
（期間２～４年） 394 件 25 億 4,825 万円 13 億 2,936 万円

計 22,464 件 1,031 億 8,700 万円 483 億 6,632 万円

※１ 交付決定額は、複数年にわたる研究期間全体の研究費である。 

※２ 研究課題毎の交付決定額及び平成２４年度助成金交付額は、別冊を参照のこと。 

※３ 平成２４年度助成金交付額には、廃止により返還を受けた額（１億２，４６６

万円）を含まない。 

※４ 科研費（一部基金分）の研究課題には、平成２４年度助成金交付額に加え、科

学研究費補助金より、基盤研究（Ｂ）に９１億６，４４７万円、若手研究（Ａ）

に２８億６，０８１万円が交付されている。 

 

５．基金の管理体制等について 

基金の管理体制については、管理・運用を行う「基金管理課」、科研費事業

を実施する「研究助成第一課」において、適切な執行管理を行った。 
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基金管理課では、振興会法第１８条第３項、及び基金管理委員会及び基金管

理委員会運用部会において定められた関係規程（資料５）に則り、安全性の確

保を最優先に、流動性の確保や収益性の向上にも留意した基金の運用を行った。

平成２４年度は運用利益６，０５８万円を同条第２項の規定により基金に繰り

入れた。 

また、研究助成第一課では、助成金における平成２４年度交付業務及び平成

２５年度公募・審査業務のほか、一部基金化に対応するための管理システムの

改修等を平成２４年度に実施した。 
 

＜基金の経理状況＞ 

      （単位：円）

年   度 平成 23 年度 平成 24 年度 合計 

学術研究助成基金補助金受入額 85,328,000,000 105,155,421,000 190,483,421,000

学術研究助成基金執行額（a-b） 41,274,021,200 74,806,083,506 116,080,104,706

 
 

支
出 

助成総額 40,784,888,930 74,435,249,149 115,220,138,079

 
 

管理費 508,781,823 504,639,163 1,013,420,986

 
 

小計(a) 41,293,670,753 74,939,888,312 116,233,559,065

  

収
入 

利息 19,649,405 60,575,572 80,224,977

  雑収入 ※ 148 73,229,234 73,229,382

  小計(b) 19,649,553 133,804,806 153,454,359

学術研究助成基金残額 44,053,978,800 74,403,316,294 － 

※「雑収入」は、過年度に交付した助成金の返還金、及び返還金の支払期限遅延によ

る延滞金である。 
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